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 編集後記 （２００４．３．１５）

 前回は秋号、今回は春号。また冬号が間引きされました。冬

は飲酒の機会が多く、記憶がなくなることも多いので。

 ２月に鉄骨工業会との意見交換会がありました。テーマが盛

りだくさんで、時間不足でしたが内容は比較的早期に合意を持

ち、お互いの常識として昇華すべきと感じられるものばかりで

した。あらかじめ文書でやりとりできるものも多くありますの

で、具体的な質疑と要望が必要です。今後、会員に対しても本

誌上での公開が有意義と思いました。

 女子マラソンの選考結果にはびっくりしたと同時に、様々な

議論が起こりました。失礼ながら視聴率は１／３に低下したと

断言致します。ただし、苦渋の選択ということには同意致しま

すが。名古屋大会からは有力選手がいないと誰もが疑わなかっ

た、そこに土佐選手の精神的幸運が有ったのかもしれません。

 この選考結果の状況はいつだったか経験したことがあるよう

な気がし、懐かしく、ほろ苦い想いに襲われました。

 誰もがどちらの立場だったにせよ、似たような経験をお持ち

なのでは？。さようなら青春、てな事で。（安田）
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 ＪＳＣＡ千葉新年会開催、

記念講演は千葉大学、上杉英樹教授

による「建築物の構造と耐火設計」
ルが、火災により跡形もなく崩壊していく様子

は、我々構造技術者にとっても大きな衝撃で、

頭の中にしっかりと焼き付いています。 講演

は、マンションの火災事例のスライドから始ま

り、海外での火災事例、阪神淡路の震災時の特

殊な燃え方の建物、鋼管柱の爆裂、コンクリー

ト建物の被害例等の写真について、一つ一つ丁

寧に説明してくださいました。海外の火災事例

では、しっかりとした調査が行われているのに

対して、日本ではすぐに隠されてしまうとい

う、日本の工学に対する姿勢の少し残念な所も

危惧されていました。

 そのほかに先生が今までに研究された様々な

実験のお話しがありました。

          （市原嗣久、二面に続く）

開演間近の講演会場

    マサコラム  ４   

 太陽系と原子モデルの相似で考える地球環境
我々が教科書で学んだ原子モデルは太陽系になぞらえてい

ました。太陽を核として地球が自転しながら公転している事と

同様に原子の構造は陽子、中性子等で構成される原子核の周り

を電子が周ると考えられています。

電子は電気の源です。地球の電離層、磁気圏は自身の自

転、公転と太陽からの放つプラズマ風（太陽嵐）の影響を受け

てお玉じゃくしの尾のような形をして伸びています。太陽系は

太陽の惑星をマイナス極、太陽をプラス極とする巨大な電子回

路である電池構造を構築しています。昨年の１０・１１月に異

常な太陽嵐（フレア－）が観測され、かってないオーロラの出

現に伴い、人工衛星、飛行機の計器が故障するなどの大問題が

生じ ました。あら

ゆる地球上の物質は

電子を含む原子で構

成されている事は人

間も例外ではありま

せん、つまり人間、

動植物は太陽系の目

に見えない電磁気的

環境と同一環境でつ

ながっていると言う現実です。        このところ世

界で多発する異常気象、又、鳥ウイルスの伝播は地球を含む太

陽系環境のかってない質的、電磁的環境の変化と無関係でない

気がします。                     

        眞崎雄一

役 員 会

代   表 飯島  宏治

副 代 表 真崎 雄一

      斉藤美佐男

総務委員会 向後  勝弘

      椙山  誠治

会員委員会 青木  光年

           服部 信幸

研修委員会  園部 隆夫

       中川 三夫

広報委員会 斉藤美佐男

     坂恵 一巳

     安田 良一

技術委員会 市原  嗣久

      斉藤 利彦

 

第６回１１月２６日  

(18:00～20：00）

出席、飯島代表他４名。 

１．研修委員会の講習会

別紙資料有り「性能設計

について（構造設計者の

立場から考える）」講

師：北村春幸教授、東京

理科大学理工学部建築学

科。使用機器は０ＨＰと

する。期日：１２月５日

（金）１５：００～１

７：００会費：２０００

円（資料代）構造士評価

点申請

２．「真に強い木造住宅

をめざして」講習会：高

度ポリテクセンターとの

共催事業       

第１回：平成15年12月16

日「動的加力試験で理解

する筋かい挙動の力学的

解明」        

第２回：平成16年2月24日

「動的振動台試験で理解

する地震に強い住宅の解

明」        講

師：真崎雄一氏(社)日本

建築構造技術者協会・木

質構造部会委員／１シリ

ーズ２回分を担当／構造

士評価点申請

第７回１月６日

(18:00～20：00）

出席、飯島代表他９名。 

本１．新年会開催準備－

基的に身内で行う（講演

会に来た人は新年会にも

出席可）日程：２月16、

18～20日の内ホテルの空

いている日を上杉先生に

選んでもらう。場所：バ

ーディホテル／講演会講

師：上杉英樹先生・千葉

大学教授／新年会：会費

5.000円／上杉先生講師な

ので鉄鋼会社に声を掛け

てみる。協賛してくれる

のでは。       

２．千葉県鉄骨工業会・

青年部との意見交換会・

出席者：原則役員全員／

集合：成田ビューホテル

午後２時３０分

第８回２月１４日

(13:00～19：00）出席、

飯島代表他１１名。  

１．新年会開催準備／日

時：２月20日（金）講演

会15：00～17：00新年会

17：10～19：00場所：バ

ーディホテル／講演会：

「建築物の構造と耐火設

計」上杉英樹教授・千葉

大学工学部デザイン学科

２．千葉県鉄骨工業会・

青年部との意見交換会 

出席者：原則役員全員／

集合：ＪＲ成田駅１２時

５０分。３．総会の準備

について／日程：５月頃

講演会：真崎、園部担当

役員改選の件。

ＪＳＣＡ千葉役員会議事録抜粋（椙山）
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